
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学大学院環境科学研究科修了、修士 (環境科学 )
民間機関の研究者を経て南三陸へ移住。
ハコモノ施設再生により年間数千人の交流人口創出。
東日本大震災後は町職員として水産業復興に奔走。
2018 年 4月より現職。

一般社団法人サスティナビリティセンター
代表理事

第 24 回 南三陸自然史講座
20

237.19(水)19:00 - 20:30
南三陸町生涯学習センター
第一研修室[ 18:30開場]
入場無料

会場

参加費

講師

お問い合わせ先：0226-46-2037

ブルーカーボンの取説

太齋彰浩

～南三陸での活かし方～

主催：南三陸ネイチャーセンター友の会　後援：南三陸町教育委員会
令和 5年 南三陸町おらほのまちづくり支援事業補助金 採択事業

（だざい あきひろ）

ちまたで話題のブルーカーボンの実際と南三陸での活かし
方について、わかりやすく解説します。そもそもブルーカー
ボンってなんのこと？南三陸でも使えるの？どうやって使う
の？といった初歩的な事から、他地域での先行事例やカー
ボンクレジットの仕組み、南三陸での実際の取り組みまで、
最新情報を余すことなくお伝えします。地域のカーボン
ニュートラルやネイチャーポジティブ実現に向けて、私たち
は何をすれば良いのか、みんなで議論を深めましょう。
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第 33 回 南三陸自然史講座 お問い合わせ先：0226-46-2037

森の隣人ツキノワグマ
～まずは知ることから～

20
2510.16(木)19:00-20:30

南三陸町生涯学習センター
（第一研修室）

[18:30開場]

写真提供　鈴木卓也／江刺拓司

※解決策をご提示する内容ではありません。予めご了承ください。

会場入場無料参加費

主催：南三陸ネイチャーセンター友の会　後援：南三陸町教育委員会
令和 7年度 南三陸町おらほのまちづくり支援事業補助金 採択事業

最近、ツキノワグマが人里に現れたというニュースをよく聞くように
なりました。農林業被害、人身被害。私たちの暮らしにも大きな影
響を及ぼしかねないツキノワグマ。町の面積の約7割が森となってい
る南三陸町では、森に住む彼らは隣人です。でも、彼らのことにつ
いて、意外と知らないことも多いかもしれません。ツキノワグマの生
態、これからどうやって付き合っていくべきか、私たちは何に注意す
るべきか等を考える機会として自然史講座でクマの基本的なことを
お話しします。

講師

東京都世田谷区出身。東京農業
大学大学院林学修士。町の林業
会社、株式会社佐久勤務。森林
調査等も行っており、ツキノワグ
マとの遭遇も何度か。クマ専門家
ではありませんが、クマとの付き
合い方を知る機会を作りたく、講
師に手を挙げました。

大渕 香菜子
株式会社佐久
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第 31 回 南三陸自然史講座

20
251.16(木)19:00-20:30

南三陸町生涯学習センター
（第一研修室）

[18:30開場]

会場入場無料参加費

お問い合わせ先：0226-46-2037

主催：南三陸ネイチャーセンター友の会　後援：南三陸町教育委員会
令和 6年度 南三陸町おらほのまちづくり支援事業補助金 採択事業

南三陸に眠っていた化石
～フン化石編～

「化石」と聞いて一番初めに想像するものは何でしょうか？
多くの人はまず「骨」が浮かび上がるかもしれません。ですが、今回の
題材は骨でも恐竜でもない「フン（糞）化石」です。大小様々なサイ
ズに、楕円状から螺旋状を描くものまで見つかっており、そして、その
全てが骨化石とは異なる情報源になり得ます。
約2.5億年前の南三陸町、その海中で置き去りにされた食の痕跡であ
るフン化石。今回はそこから判明した生き物の多様性をご紹介したい
と思います。

講師

神奈川県出身。東京都市大学大
学院 古生物学研究室 修士課程
修了。現在は地域おこし協力隊と
して南三陸町観光協会に所属。
化石の観光コンテンツ化を目指
し、その認知度向上や整備推進を
目指す。

菊池 優
一般社団法人南三陸町観光協会
地域おこし協力隊
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神割崎露頭（大沢層） フン化石

 

 

南三陸町の清水浜生まれ・竹川原 

育ち。志津川小学校 4 年の 4 月に 

志津川愛鳥会に入会して以来、40 

年以上に渡って野鳥を中心とした 

故郷の自然に親しんできた。 

南三陸町文化財保護委員、南三陸 

町環境審議会委員。 

志津川湾の冬のシンボルである渡り鳥「コクガン」。 

南三陸ネイチャーセンター友の会では、南三陸町の委託により2016年度から、南三陸

町域に渡来するコクガンの数とその生態を調査してきました。それらの記録を、志津川

愛鳥会OBや、日本野鳥の会・宮城県支部による、過去の記録と比較することにより、

震災前後で渡来数や環境利用に大きな変化があったことが見えてきました。 

コクガンたちはあの大災害をいかに乗り越えたのか！？ 

その驚くべき適応力をご紹介いたします。 
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第 32 回 南三陸自然史講座
20

253.20(木)19:00-20:30
南三陸町生涯学習センター
（第一研修室）

[18:30開場]

会場入場無料参加費

お問い合わせ先：0226-46-2037

主催：南三陸ネイチャーセンター友の会　後援：南三陸町教育委員会
令和 6年度 南三陸町おらほのまちづくり支援事業補助金 採択事業

身近な樹木のこと
～樹木の健康状態を考える～

樹木はそれぞれに種特性を持ち、山、川、海辺など、適した環境
の中で生育しています。そして私たちの暮らす町中にも見られます。
種子や切株から自ら生長したり、人間に植えられたり…、その生長
の経緯は様々。
今回は里や町などの身近な樹木のこと、元気なのかな？これっても
しかして病気かな？など健康状態の観察や、もともとの生育地や植
栽場所などに着目してお話しします。

講師

東京都世田谷区出身。東京農業
大学大学院林学修士。2023年に
樹木医になり、山の木も町の木も、
"みどり"全般を任せてもらえる技
術者を目指しています。これを機
に、樹木を気にかける人が増える
と嬉しいです。

大渕 香菜子
株式会社佐久
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